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要旨 . 沖縄島北部 , 屋我地島および与那国島で
採集されたドジョウ属魚類について , ミトコン
ドリア DNA 調節領域の塩基配列に基づく遺伝
的特性を検討した . その結果 , 沖縄島北部から
はヒョウモンドジョウ Misgurnus sp. OK と判断
される 3 ハプロタイプ , 与那国島からはこれと
は異なる同種の 1 ハプロタイプが見出された . 
沖縄島北部西岸の 4 地点は全て同一のハプロタ
イプに占められ , 遺伝的多様性が著しく失われ
た状態にあった . 一方で , 名護市の東岸のごく
小規模な水路から得られたヒョウモンドジョウ
からは西岸のハプロタイプを含めた 3 ハプロタ
イプがほぼ同等の割合で検出され , 今回調べた
中で遺伝的多様性を有する唯一の個体群であっ
た . 沖縄島北部西岸に隣接する屋我地島の個体
群は , これらと異なり中国や九州以北に生息す
るドジョウを起源とする可能性が極めて高く , 
近隣のヒョウモンドジョウ個体群に対する遺伝
的撹乱が懸念される .

はじめに

沖縄島の陸水域は小規模であるがゆえに純淡
水魚相が発達しにくく , 在来とされる純淡水
魚の全ては琉球列島の固有種あるいは遺伝的
に固有な個体群と考えられている ( 立原 2009; 
Matsumoto et al. 2010; Takada et al. 2010; 今井ら
2017; 中島 2017). 清水ら (2011) は , 遺伝的 , 形態
的特徴から沖縄島に生息するドジョウ属魚類が
在来の固有個体群であることを示唆し , 中島・
内山 (2017) はこれを独立した種として新称ヒョ
ウモンドジョウ Misgurnus sp. OK を提唱した . 
ヒョウモンドジョウは沖縄島の他に石垣島や与
那国島から得られており , それらのいずれかは
人為的な移入による分布と考えられているが , 
その実態は不明である ( 中島・内山 2017). 本種
の生息状況は，土地開発や河川改修などによる
生息環境の消失や悪化の影響により非常に危機
的な状況にある ( 中島・内山 2017; 高田 2018). 
このため , 沖縄県のレッドリストで絶滅危惧 IA

類 ( 高田 2018) に指定され , さらに 2020 年 11
月に施行された沖縄県希少野生動植物保護条例
では指定希少野生動植物種に選定され , 行政と
しての保全活動が開始されたばかりである . し
かし一方で , 保全単位を考慮するために重要と
なる遺伝的特性に関する情報が不足しているだ
けでなく , 国内の他のドジョウ属でも懸念され
ているような人為的に導入された近縁種や遺伝
的に異なる個体群との交雑 ( 中島・内山  2017) 
の可能性についても検討されていない . その中
で , 宮本ら (2017) は沖縄県名護市の県立高校の
敷地内で発見されたヒョウモンドジョウ個体群
が遺伝多様性を著しく欠いた保全遺伝学上危機
的な状況にあることを指摘しており , その他の
生息域における状況についても把握する必要が
ある . そこで本研究では , 宮本ら (2017) の結果
を地理的に拡張する形で , 沖縄県内におけるド
ジョウ属の生息情報とサンプルを可能な限り収
集し , 特にヒョウモンドジョウの遺伝的特徴を
明らかにするための端緒とすることを目的とし
た . なお , ヒョウモンドジョウは髭の長さや体
側斑紋の強さなどといった形態的特徴で他の国
内産ドジョウ属と識別可能とされているものの 
( 清水・高木 2010; 中島・内山 2017), 形態の個
体差や未成魚の識別点については現時点では不
明瞭であるため , 本研究ではヒョウモンドジョ
ウの遺伝的側面のみに着目した .

材料と方法

本研究で分子解析に供したドジョウ属魚類の採
集場所および個体数は , 名護西 14 個体 , 名護東
29 個体 , 屋我地島 10 個体 , 大宜味 17 個体 , 本
部9個体 , 与那国島3個体である . これらのうち , 
名護西 , 大宜味 , 本部は沖縄島北部の西海岸 , 名
護東は東海岸に位置し , 屋我地島は沖縄島北部
西海岸に隣接する . 各採集場所の詳細について
は保全上の観点から伏せるが , 著者らの聞き取
りにより少なくとも沖縄島におけるドジョウ属
の生息場所は概ね網羅したと考えている . また , 

57



58

これらはそれぞれが独立した水域であり , 増水
時においても地点間で連続することはない . な
お , 石垣島にも 10 年以上前にヒョウモンドジョ
ウと思われる魚類の採集例があるとされている
が ( 中島・内山 2017), 本研究では確認されなか
った . 採集は 2019 年 8 月 −2020 年 10 月に行い , 
合計 82 個体のドジョウ属魚類を得た . このうち
60 個体については生体のまま尾鰭先端を切除し
それを無水エタノールに保存した . また , 液浸
標本とした計 22 個体については , 体側の筋肉片
あるいは右胸鰭先端を無水エタノールにて保存
した . なお , 尾鰭先端を切除した個体について
は , 2 週間程度の飼養で切除面の回復と正常の
遊泳行動を認めた後 , それぞれの採集地点に放
流もしくは一般財団法人沖縄美ら島財団の飼育
施設に収容した . 

分子解析はミトコンドリア DNA 調節領域
の約 600 bp を対象とし , 分析および解析方法
は宮本ら (2017) に準拠した . ただし , 塩基配列

のアライメントおよび系統樹作成は MEGAX 
(Kumar et al. 2018) を用いた . 系統解析には本研
究で得られた 82 個体分の塩基配列に加え , 宮
本ら（2017）が名護市内の沖縄県立北部農林
高校内の 13 個体を分析して得たヒョウモンド
ジョウの 1 ハプロタイプ (Dz-HN1), さらに同
研究での解析に使用された日本各地および中
国から得られたドジョウ属の既存塩基配列 ( 計
80 ハプロタイプ , Morishima et al. 2008; 鹿野ら 
2012) を使用した . 今回得られた新たなハプロ
タイプの塩基配列は DNA データバンク (DDBJ/
EMBL/GenBank) に登録した (accession number: 
LC594068−594072). 

本研究におけるドジョウ属魚類の和名と学
名は中島・内山 (2017) に準拠し , 各種資料 ( 清
水ら 2011; 宮本ら 2017; 高田 2018) で沖縄在来
系統のドジョウ Misgurnus anguillicaudatus とさ
れたものはヒョウモンドジョウ Misgurnus sp. 
OK に置き換えた .

図 1 近隣結合法により得たドジョウ属魚類のミトコンドリア DNA調節領域のハプロタイプ系統樹および沖
縄島北部でのハプロタイプの構成比 . スケールバーは Tamura-Neiモデルによる遺伝的距離 , 分岐点の値は
1000回繰り返しによるブートストラップ値を示す . カッコ内の数字は分析個体数を示す . 
Fig. 1 Neighbor-joining tree of mtDNA control region haplotypes of genus Misgurnus and the haplotype composition 
in each site of northern Okinawa Island. Scale bars equal 0.02 Tamura- Nei distance. Numbers at branches indicate 
bootstrap probabilities for 1,000 bootstrap replications. Numbers in the parentheses show number of individuals 
analyzed.

[Report] Oka et al.: Genetic traits of Okinawan Misgurnus sp. OK.



結果と考察

沖縄島および隣接する屋我地島からは , 宮本ら 
(2017) で見出されたハプロタイプ Dz-HN1 に加
え , Dz-TE1, Dz-TE2, Dz-YG1 の計 4 ハプロタイ
プが得られた . また与那国島の 3 個体からは沖
縄島とは異なる 1 ハプロタイプ (Dz-YN) のみが
得られた . それぞれのハプロタイプの系統関係
をみると ( 図 1) , Dz-YG1 以外は既知のドジョウ 
M. anguillicaudatus, キタドジョウ Misgurnus sp. 
(clade A), 西表島産のシノビドジョウ Misgurnus 
sp. IR とは独立したクレードを形成した . 今回
新たに得られた Dz-TE1,  Dz-TE2,  Dz-YN は , 宮
本ら (2017) によってヒョウモンドジョウとされ
た Dz-HN1 と同一クレードにあることから , こ
れらはヒョウモンドジョウと判断された . さら
にこれらの位置関係はミトコンドリア DNA シ
トクロム b 領域に基づく日本産ドジョウ類の分
子系統樹 ( 中島・内山 2017) および本研究と同
領域で比較した宮本ら (2017) の系統樹とほぼ一
致した . 

屋我地島の 10 個体は全て Dz-YG1 であり , 
ヒョウモンドジョウとは異なる九州以北や中国
産のドジョウのクレードに含まれていた . つま
り , 屋我地島の個体群は九州以北もしくは中国
から移入されたドジョウを起源とすると考える
のが妥当である . 本研究ではヒョウモンドジョ
ウとの交雑の可能性については明らかにでき
なかったが , 今回ドジョウ属が得られた地域は
いずれもかつて稲作が盛んであった地域であり 
( 名護市史編纂委員会 1981), 農耕資材等の移動
にともなう両種の移動で交雑が発生している可
能性は否定できない . 今後 , ヒョウモンドジョ
ウの保全方針を決定する上で , 交雑等のより詳
細な遺伝的性状を検出できる核 DNA による検
討が求められる . 

沖縄島北部でのヒョウモンドジョウ 3 ハプ
ロタイプの構成比をみると ( 図 1), 沖縄島の西
海岸 4 箇所 ( 北部農林高校 , 本部 , 名護西 , 大宜
味 ) は全て同一のハプロタイプ (Dz-HN1) に占
められた . その一方 , 名護東の個体群からは Dz-
HN1 に加え , 独自の 2 ハプロタイプ (Dz-TE1, 
Dz-TE2) がほぼ同等の割合で検出された . つま
り , 沖縄島北部西海岸の個体群は , 同一ハプロ
タイプのみに占められる遺伝的多様性を著しく
欠いた状態にある . 一方で複数ハプロタイプを
有する名護東の個体群は , 最も高い遺伝的多様
性を有しており , その保全価値は現状では最も
高いと評価される . 

名護東個体群の生息域は農地の湧水地に接
続した素掘りの水路であり , その範囲はわず
か 100 m 程度と狭い ( 図 2). このような水路は

圃場整備上の観点から改修の対象とされやす
く , 今後人為的な生息環境の改変が発生する
可能性がある . それだけでなく , この場所では
他の生息地では確認されなかったカワスズメ 
Oreochromis mossambicus が確認されている . カ
ワスズメのヒョウモンドジョウの生存に対する
影響については不明であるものの , 外来生物法
の要注意外来生物および世界の侵略的外来種
ワースト 100 に挙げられている状況を勘案する
と楽観視はできない . 一般的に制御困難とされ
る外来種の影響の可能性を鑑みると , 生息域外
保全も視野に入れた保全策が望まれる . さらに
沖縄島での本種の保全に関しては , 屋我地島に
おける移入ドジョウの取り扱いについても十分
に配慮すべきであり , 少なくとも交雑の現状把
握を踏まえた包括的な視点が必要であろう . 

沖縄島 , 石垣島 , 与那国島で確認されている
ヒョウモンドジョウは , 生息域の地理的な隔た
りから , 少なくともいずれかの個体群は人為的
な移入であると考えられている ( 中島・内山 
2017). また , 本種と同様の形態的特徴を持つド
ジョウ属が台湾でも確認されていることから 
( 中島・内山 2017), 本種の自然分布の詳細は不
明である . ヒョウモンドジョウ保全の重要性を
客観的に評価するためには , 本種と同定されう
る個体群を海外も含めて包括的にとらえ , さら
に個体群間やドジョウなど近縁種との交雑も考
慮したより詳細な遺伝的アプローチが重要とな
る . 
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図 2 名護東地区のヒョウモンドジョウ生息地 .
Fig. 2. Habitat of Misgurnus sp. OK in eastern part of 
Nago.

[ 報告 ] 岡ら : 沖縄県産ヒョウホンドジョウの遺伝的特性 .
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Abstract.  Specimens of weatherfish (genus 
Misgurnus) were collected from Okinawa, Yagaji 
and Yonaguni islands, Japan, to investigate their 
genetic variations based on mitochondrial DNA 
sequences (control region). Three and one haplotypes 
of Misgurnus sp. OK were identified from Okinawa 
Island and Yonaguni Island, respectively. All four 
sites on the west coast of Okinawa Island were 
dominated by a single haplotype, indicating a 
significant loss of genetic diversity among them. 
The highest genetic diversity was observed in a 
very small creek in eastern Nago, Okinawa Island, 
where three haplotypes co-occurred in nearly equal 
proportions. The population on Yagaji Island is likely 
to be introduced from M. anguillicaudatus in China 
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or temperate Japan area. Genetic disturbances caused 
by this introduced population to the Okinawan native 
population are of concern.
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